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フィンランド初期芸術音楽に関する一考察
──エリク・トゥリンドベリの弦楽四重奏曲について──
中 藤 有 希
エリク・トゥリンドベリ（Erik Tulindberg 1761−1814）は，フィンランド
人初の作曲家と称されている。この言葉には，かつてフィンランドが長期に渡
りスウェーデンの支配下にあったために両国間に文化的な境界線が引きにくい
ことや，バロック期の作品の大半が大火により焼失し，若干の楽譜の断片を除
いて現存していないという歴史的事実が反映している。同時代のフィンランド
に所縁のある作曲家は多くはないが，ヴァイオリンソナタやピアノの小品を残
したビューストレム（Thomas Byström 1772−1839），数曲のピアノソナタ
と，フルートとピアノの為のディヴェルティメントを残したリタンデル（Carl
Ludvig Lithander 1773−1843），クラリネット協奏曲で知られるクルーセル
（Bernhard Henrik Crusell 1775−1838）が挙げられる。そのなかでトゥリン
ドベリの 6曲の弦楽四重奏曲は，当時の北欧における音楽的特徴を今に伝え
る一連の作品として重要な意味を持っており，また弦楽四重奏曲の歴史の上で
も初期の作品である点で非常に興味深い。しかしこれらの作品に関する研究は
あまり進んでおらず，詳細な分析はなされていないのが現状である。そこで本
稿ではこれらの形式的特徴に着目し，18世紀後半における北欧フィンランド
の弦楽四重奏曲について考察する。
1．生涯と作品
トゥリンドベリは 1761年 2月にフィンランドのヴァハキュロ（1）で生まれ，
７５
後にオウル（2）に移り住んだ。1776年に当時フィンランドで主要な教育機関で
あったトゥルクアカデミ （ー3）に入学した。彼はヴァイオリンとチェロの演奏
家でもあり，1780−84年の間奨学金を与えられている。1782年に修士号を取
得し，1784年以降は故郷であるオウルで公務員として勤務した。1797年には
スウェーデンの王立音楽アカデミーのメンバーとして承認されている（4）。そ
の後 1809年にフィンランド大公国中央政府の議会に財政委員長として任名さ
れたが，晩年にはトゥルク－ポリ地域の上級会計職を任せられたためトゥルク
に戻り，1814年 9月に同地で没した（5）。
彼はいわゆる職業作曲家ではなかったため，作曲家としての活動は限られた
ものであった。ゆえに現存する作品はあまり多くはないが，若き日のヴァイオ
リン協奏曲，小規模なヴァイオリン独奏曲，そして 6つの弦楽四重奏曲が残
されている。
本稿で考察するトゥリンドベリの弦楽四重奏曲は，1925年にヘルシンキ大
学図書館のヨーゲンセン博士（A. Jörgensen）が，古楽譜の調査過程で発見
した三刊の手稿譜に収められていた。発見されたのは 6つの弦楽四重奏曲の
第一ヴァイオリン，ヴィオラ，チェロの各パート譜であったが，第二ヴァイオ
リンは失われていた。この手稿譜にはスウェーデン語で“Sex Quartetter för
2 Violiner, Alt och Violoncelle af Eric : E : Tulindberg／エリク・トゥリン
ドベリによる 2つのヴァイオリン，アルトとチェロのための 6つの弦楽四重
奏曲”と表記されている。
失われた第二ヴァイオリンパートは，第一番がトイヴォ・ハーッパネンによ
って，残りの 5曲はジョン・ロサスによって復元され，後に出版された（6）。
そして第一番は，1929年にトゥルク音楽協会の後援で復元演奏が実現された。
また，後に現代作曲家カレヴィ・アホが第二ヴァイオリンパートをより自由な
アプローチで作曲し，出版している（7）。
作曲年代については不明であるが，カイ・マータロは，トゥリンドベリの学
生時代もしくはオウルに移住して間もなく作曲されたと推測している（8）。ま
たセイヤ・ラッパライネンもおそらく 1780年代にトゥルクアカデミーで学ん
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でいた頃に書かれたのだろうと述べている（9）。このようにトゥリンドベリの
弦楽四重奏曲については，1781−84年の間に作曲されたとする説が有力であ
り，本稿でもこれに従っている。
2．弦楽四重奏曲の構成と形式
トゥリンドベリの弦楽四重奏曲は，いずれも四楽章構成で，第一楽章にアレ
グロかモデラート，第四楽章にアレグロかプレストを置き，間にトリオ付きの
メヌエットかアダージオを挟む構造が多くみられる（表 1参照）。各曲の調関
係は，第一番の変ロ長調を中心とした近親調で，各楽章間の調関係は，第一楽
章と第四楽章に主調を置き，間に下属調，同主調，平行調の楽章を 1曲ない
し 2曲置いている。次に各曲の形式を，紙面の都合上特徴的なものを取り上
げて考察してみよう。
2−1．弦楽四重奏曲 第一番
第一番の各楽章は，ソナタ形式の第一楽章に複合三部形式のトリオつきメヌ
エット，ソナタ形式的な複合二部形式のアダージオ，そしてソナタ形式の要素
を含んだバリエーション風の複合三部形式であるアレグロ・アッサイで構成さ
れている。第三楽章は変ホ長調なので，主調が変ロ長調である他の楽章と下属
表 1 Tulindberg 弦楽四重奏曲
第一楽章 第二楽章 第三楽章 第四楽章
第1番 変ロ長調 Allegro B Minuetto＋Trio B Adagio Es Allegro assai B
第2番 二短調 Moderato d Minuetto＋Trio D Adagio D Allegro d
第3番 ハ長調 Moderato C Larghetto G Minuetto＋Trio C
Rondo Allegretto＋
Minore＋Majore
C
第4番 ト長調
Allegro as-
sai
G Adagio g Minuetto＋Trio G
Allegro non troppo
＋Minore＋Majore
G
第5番 ハ短調 Allegro c
Minuetto
Allegretto
Es
Poco Adagio
con Variazioni
Es Presto c
第6番 ヘ長調 Moderato F Adagio B Minuetto＋Trio F Allegretto F
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調の関係にある（図 1参照）。
（1）第一楽章 Allegro
第一楽章アレグロのソナタ形式は，提示部が 52小節，展開部が 26小節，
再現部が再び 52小節という割合で，展開部が小さいことが特徴である。提示
部と再現部はまったく同じ規模ではあるが構造は異なっており，再現部では第
一主題と第二主題が解け合うように扱われている。つぎに各部分を分析してみ
よう。
提示部には a から e の 5つの主題が含まれている。それらは第一主題 a
（mm.1），推移主題 b（mm.12），c（mm.19），そして第二主題 d（mm.26），
e（mm.35）とみなすことができるが，それぞれの主題は即興的な特徴を示し
ながらも第一主題 a と密接に関連している。つまり，第一主題 a は付点四分
音符が特徴の α と，十六分音符から構成される β の二つの動機に始まるが，
これらが b から e の全ての主題の冒頭に取り入れられているのだ（譜例 1参
照（11）。さらに，α から β へ，β から譜例 3小節目の十六分音符へと次第に
音価を減少させることで，ゆったりとした前者，歯切れの良い後者という関係
図 1（10）
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が生じ，いわば静と動の対比を見ることができるが，この静動関係は曲全体を
支配していると考えられる。
譜例 1
さらに興味深いのは第二主題の主旋律の扱い方である。第二ヴァイオリンの
手稿譜が発見されていないことを考慮に入れても，上声部に始まる旋律が中声
部を通ってバス声部に受け継がれながら対話を繰り広げる様がみてとれ，それ
は 1780年代初頭という初期の弦楽四重奏曲には決してありふれたものではな
い豊かな広がりを見せている（譜例 2参照）。また，提示部の旋律の最高音
が，第一主題の終わりに一箇所（mm.10）と第二主題の終盤に四箇所（mm.44
−46）置かれていることで，前者から後者にかける昇華をもたらすと同時に，
即興的に聞こえる提示部に統一感を与えている。そしてそこからゆるやかに下
降して提示部を終えるが，属調に転調したままであるために高揚感と推進力を
保ったまま展開部と進んでゆく。
続く展開部は 26小節とごく短いもので，推移的な旋律形成であるが，やは
り提示部第一主題にみられた静と動の対比がみられる。しかしその方法は若干
異なっており，ここでは異なる声部間の対話の形であらわれ，その対比がいっ
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譜例 2
そう強められている（譜例 3参照）。それと同時に長調と短調が頻繁に入れ替
わるために色彩豊かに展開し，提示部で高められたエネルギーを一旦収拾して
いる。そして展開部の終盤（mm.71）から再び躍動感を増しながら再現部へ
と向かう。
譜例 3
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再現部は提示部と同じ 52小節で構成されているが，内容には大きな変化が
見られる。まず提示部の第一主題 a が主調で始まるが，b と c の主題がすっ
かり抜け落ち，第二主題の d, e が転調を重ねながら発展した形で挿入されて
いる。つまり，第一主題に第二主題が覆いかぶさる形で再現され，抜け落ちた
移行部のかわりに第二主題を展開させて，かつ再現部であるにもかかわらず転
調的に用いられているのだ。そして a tempo（mm.100）以降は主調に戻り，
第一主題が 3小節に縮小された後，第二主題 d, e が提示部とほぼ同じ形で再
現されている。しかし，提示部で第二主題はへ長調に転調したままだったのだ
が，再現部では主調に戻っているので，全体に音高が四度高くなっている。そ
のため通常主調に戻ると安定感が増すが，同時に高揚感と躍動感を保ったまま
終曲をむかえている。当然旋律の最高音も高まり D から E へ，それが現れる
場所も提示部より 2小節後になり，さらに第一主題が大幅に縮小されたこと
で，提示部で見られた前半の最高音は消え，終曲部の E 音をより印象的に響
かせることに成功している。
（2）第三楽章 Adagio
印象的な旋律に始まる第三楽章は，ソナタ形式の特徴を垣間見せる複合二分
形式である。図 1に示した様に，全体はフェルマータを中心に 2つの部分に
分かれ，第一部が 32小節，第二部が 40小節と若干不均衡な関係にある。こ
れは主旋律 a（mm.1）と第二主題ともいえる旋律 c（mm.18）の間にみられ
る推移と主題の展開が行われる部分の違い，すなわち第一部の b（mm.9）よ
り第二部の e（mm.42）の旋律が，豊かに展開しているためだ。この楽章は変
ホ長調で，他の楽章とは下属調の関係にあるために，アダージオの要素をいっ
そう引き立てている。
まず印象的なのは，チェロのソロ（12）による 8小節からなる主旋律 a（譜例
4参照）で，その甘美な旋律をヴァイオリン群が変ロ長調，すなわち他の楽章
の主調でありこの曲の属調に転調し，受け継ぐことで曲が発展していくという
構造である。a から b へと音の密度が増しながら，c のドルチェで花開き，短
調を交えながら d（mm.25）で第一部を終える。
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続く第二部の冒頭は，再び主調によるチェロのソロ a’（mm.32）であるが，
第一部の旋律から発生しているものの，a の半分である 4小節に縮小されてお
り，さらに装飾的で密度の高い旋律となっている（譜例 4参照）。しかも同じ
旋律を続けてヴァイオリン群が高音で反復するために，第一部の a と比較す
るとより豊かな響きを実現している。この主題の再現の後，特徴的な推移と主
題の展開が行われる。つまり，この展開部が冒頭の主題をもとにした緻密な展
開を見せているために，この曲が二部分形式の名残を色濃くとどめながらもソ
ナタ形式への発展を示すものとなっているのだ。a から生じたとも b から発
生したとも思える旋律 e は，第一ヴァイオリンとチェロのユニゾンで奏でら
れ，属調の平行調であるへ短調に転調するため，一気に色彩を変える。続いて
ユニゾンの下声部がチェロから上声部に引き継がれるために旋律が解け合い推
進力が弱まるが，チェロが変ホ短調の短い旋律で曲調を高揚させ（mm.52），
主調の再現部へ導いてゆく。再び聴こえてくるドルチェの旋律 c’は，第一部
の c とほとんど同じであるが，主調のままであるために全体的に音高が五度
低い。そのため穏やかに安定した響きの中で曲は終わってゆき，次のソナタ形
式の要素を持つバリエーションの第四楽章アレグロ・アッサイで，再び五度上
の調へと邁進してゆくのである。
譜例 4
2−2．弦楽四重奏曲 第四番
第四番の各楽章は，ソナタ形式の要素を持つ第一楽章に複合三部形式のアダ
ージオ，複合三部形式のトリオつきメヌエット，そして終曲のアレグロ・ノン
・トロッポはロンド形式風のバリエーションである。第二楽章は，主調がト長
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調である他の楽章と同主調の関係にありト短調である。（図 2参照）
第一楽章 Allegro assai
第一楽章アレグロ・アッサイをソナタ形式とみなすならば，提示部が 72小
節，展開部が 54小節，再現部が 46小節という割合で，再現部が極端に縮小
されていることが特徴である。提示部と再現部の規模がこれだけ違うのは，再
現部で第一主題，すなわち a, b, c の主題がすっぽり抜け落ちているためであ
る。
つぎに各部分を分析してみよう。ト長調の第一楽章はゆったりとした 5小
節の導入部にはじまり，提示部には a から f の 6つの主題が含まれている。
それらは第一主題 a，推移主題 b, c，そして第二主題 d, e, f とみなすことが
できる。それぞれの主題は各々が個性を発揮しているものの，先ほどの弦楽四
図 2
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重奏曲第一番の主題と同様に主題間の関係も見られる。つまり第一主題 a の
α , β , γ の三つの動機が b から f すべての主題に取り入れられているのだ
（譜例 5参照）。
譜例 5
導入部とは打って変わって低声部に支えられた第一ヴァイオリンが明朗な旋
律 a（mm.6）を奏でて曲は始まり，それに対してドルチェの旋律 b
（mm.14）がおだやかに呼応する。続く旋律 c（mm.22）は音の密度を増し，
a と b の旋律が 8小節ずつであったのに対し，10小節に拡大されて第一主題
をまとめあげる。
第二主題 d（mm.32）は属調であるニ長調に転調したチェロのソロで始ま
る。10小節におよぶソロを第一ヴァイオリン，続けて第二ヴァイオリンが旋
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律 e（mm.42）で受け展開させていく。提示部の終結は牧歌的なドルチェの旋
律 f（mm.60）が朗々と歌われるが，ここも弦楽四重奏曲第一番と同様に属調
に転調したままであるために，高揚感と推進力を保ったままである。
続く推移的な展開部では f の旋律を内包した g の旋律（mm.74）は，途中
で c’の旋律と共に主調に戻り，曲冒頭のゆったりとした導入部の旋律を彷佛
とさせる。続く g’の旋律（mm.94）は，珍しいヴィオラのソロであるが，同
主調の平行調に跳躍するために同じ長調でありながらがらりと色彩を変え，展
開部の響きを豊かにしている。そして展開部の後半（mm.105）から再び第一
主題 a’が現れるが，すぐにト短調に移調し e’の旋律にとってかわられ，曲冒
頭のゆったりとした導入部の旋律を彷佛とさせる。続いて c の旋律の終結部
のみを 4小節間だけ挿入することで主調に戻り，再現部へと向かう。
再現部は提示部の第二主題とその展開部分と同じ 41小節でなっていて，提
示部の第一主題はすっかり抜け落ちている。そして提示部でニ長調に転調して
始まった第二主題はここでは主調のままであるため，全体に音高が五度低くな
っている。そのため終盤では主旋律をオクターブ上げて奏しているところもあ
るが，華やかで密度の高い曲を安定感を持って終えている。
2−3．弦楽四重奏曲 第五番
第五番の各楽章は，ソナタ形式の要素を持つ第一楽章に複合三部形式のトリ
オつきメヌエット，ポコ・アダージオのバリエーション，そして終曲のプレス
トがロンド形式である。第一楽章と第四楽章がハ短調で，間の第二楽章と第三
楽章が平行調の変ホ長調である。（図 3参照）
第一楽章 Allegro
第一楽章アレグロをソナタ形式とみなすならば，提示部が 84小節，展開部
が 56小節，再現部が 47小節に 10小節のコーダがついているという割合で，
第四番と同様に再現部が極端に縮小されていることが特徴である。提示部と再
現部の規模の違いは，再現部で第一主題，すなわち a, b，の主題が抜け落ち
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ているためである。
つぎに各部分を分析してみよう。第一楽章はハ短調の第一主題 a（mm.1）
に始まる情熱的な曲である。カレヴィ・アホはこの曲を“Sturm und Drang”
嵐と衝動の音楽であると述べている（13）。この第一主題の特徴は，後に登場す
るあらゆる旋律が受け継いでいる。譜例に記したように，b（mm.17），c
（mm.36），d（mm.56），e（mm.70），f（mm.85）全ての主題が第一主題の
α , β のモチーフから生じているのだ（譜例 6参照）。そのためこの主題 a は
曲の冒頭，展開部の半ば（mm.116），そして終結部のコーダ（mm.188）に短
く挿入されるのみだが，揺るぎない存在感でこの曲を支配している。このダイ
ナミックな第一主題が二度繰り替えされた後，推移的な b の主題が平行調の
変ホ長調で奏でられ，チェロのソロがこの曲の静の部分を担う第二主題 c を
奏で，それを第一ヴァイオリンが受け継ぎ d の旋律へ発展させてゆく。a
tempo（mm.70）で変ロ短調の蠶の和音が挿入されることで，曲の色彩を情熱
図 3
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的に変えながらコデッタを挟むが，平行調に転調したままであるために，高揚
感と推進力を保ったままである。
続く展開部 f では主調に戻るが，すぐに下属調の平行調である変イ長調に転
調し，主調の平行調で挿入される第一主題の展開 a’（mm.116）に備える。こ
の a’の旋律は自由に発展しながら主調の属調に転調し，再現部へ推移してい
く。
再現部は提示部の第二主題とその展開部分とほぼ同じ 47小節でなってい
て，提示部の第一主題はすっかり抜け落ちている。提示部の第二部は 49小節
であったが，この 2小節の違いは，旋律 c の十六分音符の早いパッセージで 1
小節増え，旋律 d の停滞と付点四分音符の強調で 2小節減り，旋律 e が後に
第一主題の再現を導くために最後の 1小節が同化したことで生じている。そ
して提示部で変ホ長調に始まった第二主題はここでは主調のままであるため，
全体に音高が三度低くなっているが，そのために生じる減退感を旋律を切り詰
めることで推進力に変え，冒頭の情熱的な第一主題で曲を締めくくる。
譜例 6
８７フィンランド初期芸術音楽に関する一考察
第二楽章 Minuetto Allegretto
変ホ長調の第二楽章は，トリオ付きの美しいメヌエット・アレグレットで，
形式的にはこの時代に良くみられるダカーポ付きの典型的な曲である。しかし
何と言っても目を引くのは，トリオが終始チェロのソロであるということであ
る。弦楽四重奏曲第四番のメヌエットもトリオは第一ヴァイオリンとチェロの
掛け合いで終始構成されていたが，第三番以前のメヌエットはいずれも第一ヴ
ァイオリンが終始主旋律を奏でる通常の旋律構成であったために，トゥリンド
ベリの中でチェロを聴かせるという彼自身のメヌエットの形態が出来上がって
ゆく過程が見て取れ，非常に興味深い。なお，第六番のメヌエットもトリオは
終始チェロのソロで構成されている。
3．弦楽四重奏曲の形式的特徴
以上のような分析を全曲に行った結果，トゥリンドベリの弦楽四重奏曲に
は，いくつかの特徴が挙げられることが明らかになった。特筆すべきことの一
つはソナタ形式という視点から曲を見た時に浮かび上がる形式的変化，もう一
つは独奏楽器の扱い方の変化からうかがえる弦楽四重奏曲の捉え方についてで
ある。
まず，各楽章のうち最もソナタ形式の要素を強く見いだすことができる第一
楽章を比較してみると，展開部および再現部に興味深い特徴が見られる。第一
番の展開部の動機は実に推移的なもので，第二番から第三番にかけて次第に充
実してゆくものの，第一，第二主題の展開というよりは再現部へ移行するため
の経過的要素が強かった。しかし第四番以降は，第一，第二主題が共に展開さ
れている様子が見て取れるようになり，展開部を構成する動機が，推移的なも
のから主題を意識したものへ変化していったと考えられる。同時に，曲の中で
展開部が占める割合も第一番は 20％であったのに対し，第四番は 31％，第六
番は 40％と増加し，作曲者の興味が展開部の発展に向いていったことが感じ
取れる。
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つぎに再現部に着目してみると，ここにも旋律を構成する要素の変化が見ら
れる。通常の完成されたソナタ形式では，主調への復帰と主要主題の復帰が同
時に訪れることでインパクトをもって聴くものを引き付けるわけだが，第一番
の再現部では移調的な第二主題が第一主題の復帰の後に訪れている。しかし第
二番および第三番では，第一，第二両主題が主調によって復帰することで，二
重の衝動を持って再現部が構成されるようになっている。さらに第四番以降
は，再現部の第一主題がすっぽりと削られ，主調による第二主題のみで構成さ
れるように変化している。これは先述した展開部の拡大の結果，そこで第一主
題が十分に思考されているために，作曲者自らの感覚のうちに生じた変化であ
ろう。
このような形式的変化の影響は他の楽章にも見受けられ，作曲者の意識が二
部分形式からソナタ形式という新しい時代の方向へ移っていく過程のあらわれ
であると言えるだろう。
もうひとつの特徴として，トゥリンドベリ自身がチェロを弾いたということ
も関係してか，すべての弦楽四重奏曲を通してチェロがソロとして旋律形成の
重要な位置を担っていることが挙げられる。例えば第一番の第三楽章アダージ
オは，チェロのソロで曲が始まり，それが第一主題となっているために展開部
もチェロの独奏から導かれる構造になっている。ここでは主題の復帰をチェロ
の音色と共にはじめることで，展開された第一主題をより印象深く提示するこ
とに成功しているのだ。そして第二番の第一楽章モデラートでは，第一ヴァイ
オリンもしくは第二ヴァイオリンとチェロの二重奏が第二主題のすべてを担っ
ている。この第二主題は提示部後半と曲の最後に用いられているが，前者は主
調の平行調で，後者は主調で用いられているため，曲相の変化を明確に示しな
がら心地よい安定感を生じている。
このことは，第四番，第五番では先述のソナタ形式の変化とあいまってさら
なる効果を生み出している。つまり第二主題とチェロのソロが結びつき，さら
にそれが，再現部が第二主題のみで構成されるように変化した形式的特徴と結
びついて再現部の効果を倍増させているのだ。ここでは主調への復帰と主要主
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題の復帰，そしてチェロのソロが生む効果が再現部冒頭で同時に起こり，複雑
化した展開部をうまくおさめる役割を担っている。
また，このように独奏楽器を活躍させるという考えをトゥリンドベリが持っ
ていたために，バス声部が旋律的にも対位法的にも解放され，各声部間の旋律
の掛け合いが自由に見られる豊かな楽想が実現されていると考えることができ
るだろう。
お わ り に
本稿ではトゥリンドベリが作曲した 6つの弦楽四重奏曲における形式的特
徴に着目し分析を試みた。その結果，ソナタ形式という視点から曲を見た時に
浮かび上がる形式的変化，および独奏楽器の扱い方とその変化からうかがえる
弦楽四重奏曲の捉え方という点にその特徴が見いだされることが明らかになっ
た。
しかしここで，このような独奏楽器の効果を弦楽四重奏曲で用いることは，
あまり一般的ではなかったのではないかという疑問が生じてくる。というの
も，同時代の弦楽四重奏曲と比較すると，楽曲構造には共通するところが多く
見られるものの，各声部の旋律の扱い方という点では特徴を異にするからであ
る。トゥリンドベリの弦楽四重奏曲については，彼の私設図書館にハイドンの
弦楽四重奏曲作品 9（1769−70）の楽譜がおさめられていたこともあって，し
ばしば両曲の類似が指摘される（14）。この作品 9は，ハイドンが後に彼の本格
的な弦楽四重奏曲の開始と見なすようになった曲で，四楽章構成が採用され，
楽器間の主題や動機の受け渡しも含め 4つの弦楽器のためのほぼ均整のとれ
たテクスチュアが実現された曲とされている（15）。確かに両者の弦楽四重奏曲
には曲の構成や和声的特徴など共通点は多々見られるが，独奏声部を中心とし
た旋律構造はトゥリンドベリの作品にのみ見られるため，各声部の役割という
点で異なる特徴を示しているといえる。
このことは，弦楽四重奏曲という概念そのものが 1780年代前半にハイドン
９０ フィンランド初期芸術音楽に関する一考察
の弦楽四重奏曲作品 33においてまさに確立されたばかりであったということ
から，その成立過程，つまりトゥリンドベリの弦楽四重奏曲とハイドンのそれ
が異なる様式の影響の下に生まれた可能性について考えることで解決の糸口を
見つけることができるかもしれない。
今後は，楽器が代わるがわる独奏風に扱われる事が特徴である同時代の作曲
家の協奏四重奏曲や，独奏楽器が目立った役割を持つ弦楽四重奏曲との比較も
視野に入れながら，古典期の音楽の中心とされるドイツ，オーストリアの作曲
家による弦楽四重奏曲と比較することで，フィンランドの初期芸術音楽の様相
を明らかにしていきたいと考えている。
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